
（1）2012 年 3 月  兵庫県立尼崎中学･尼崎高等学校同窓会会報 

  

 

 

 

  

  

 

2012 年 3 月  < 年 1 回発行 > 

発  行 

県立尼崎中学・尼崎高等学校 同窓会 

発行責任者 

同窓会長  石 井 良 昌 

同

窓

会

会
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石

井

石

井

石

井

石

井

    

良

昌

良

昌

良

昌

良

昌(

36
回

生) 

１

９

２

３

年(

大

正

12
年)

に

尼

崎

市

立

中

学

校

と

し

て

創

立

さ

れ

、

そ

の

後

、

兵

庫

県

立

尼

崎

中

学

校

を

経

て

、

新

制

の

兵

庫

県

立

尼

崎

高

等

学

校

と

な

り

、

２

０

１

３

年

に

は

創

立

90
周

年

を

迎

え

ま

す

。 

 

県

立

尼

高

精

神

を

!!
と

い

う

共

通

の

ス

ピ

リ

ッ

ツ

と

、

こ

の

歴

史

と

伝

統

の

あ

る

本

校

同

窓

会

の

四

代

目

会

長

と

し

て

、

平

成

22
年

５

月

15
日

よ

り

就

任

致

し

ま

し

た

。 

 

さ

て

、

本

校

同

窓

会

に

は

、

初

代

に

鴻

池

藤

夫

会

長

、

二

代

目

に

野

草

平

十

郎

会

長

、

三

代

目

に

中

馬

勇

会

長

と

立

派

な

会

長

が

お

ら

れ

ま

し

た

。

 

私

と

し

ま

し

て

は

身

の

引

き

締

ま

る

思

い

で

ご

ざ

い

ま

す

。 

今

後

と

も

同

窓

会

会

員

の

皆

様

の

ご

協

力

と

ご

支

援

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 

 

来

年

、

創

立

90
周

年

を

迎

え

る

本

校

に

と

り

ま

し

て

、

目

覚

ま

し

い

飛

躍

発

展

を

遂

げ

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

の

は

、

諸

先

輩

を

は

じ

め

学

校

当

局

、

特

に

柳

迫

敏

博

学

校

長

を

中

心

と

す

る

熱

意

溢

れ

る

諸

先

生

方

、

ま

た

本

校

を

愛

し

、

勉

学

に

研

修

に

部

活

に

、

一

生

懸

命

励

ん

だ

生

徒

の

皆

さ

ん

、

こ

れ

ら

の

方

々

の

全

て

の

熱

意

と

愛

情

の

結

集

の

賜

物

だ

と

信

じ

て

お

り

ま

す

。 

こ

の

機

会

に

本

校

で

結

ば

れ

た

こ

れ

ら

の

方

々

に

心

よ

り

厚

く

御

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。 

ま

た

、

２

０

１

３

年

11
月

２

日

の

午

後

に

は

本

校

創

立

90
周

年

記

念

式

典

を

ア

ル

カ

イ

ッ

ク

ホ

ー

ル

で

開

催

し

、

同

日

夕

方

よ

り

都

ホ

テ

ル

ニ

ュ

ー

ア

ル

カ

イ

ッ

ク

３

階

に

て

、

同

窓

会

に

よ

る

懇

親

会

等

を

開

催

す

る

予

定

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

多

く

の

皆

さ

ん

の

ご

参

加

を

お

待

ち

致

し

て

お

り

ま

す

。 

 

最

後

に

な

り

ま

し

た

が

、

本

校

生

徒

の

皆

さ

ん

に

は

校

訓

に

あ

る

「

自

主

・

根

性

・

聡

明

」

の

精

神

を

養

っ

て

、

地

域

に

密

着

し

た

活

動

を

通

じ

、

社

会

に

貢

献

で

き

る

卒

業

生

が

多

数

輩

出

さ

れ

る

こ

と

を

願

っ

て

や

み

ま

せ

ん

。 

県

尼

同

窓

会

県

尼

同

窓

会

県

尼

同

窓

会

県

尼

同

窓

会

にににに

思思思思

うううう    
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県

立

尼

崎

高

校

創

立

県

立

尼

崎

高

校

創

立

県

立

尼

崎

高

校

創

立

県

立

尼

崎

高

校

創

立

90909090

周

年

周

年

周

年

周

年

とととと

中

馬

病

院

中

馬

病

院

中

馬

病

院

中

馬

病

院

100100100100

年年年年

のののの

歴

史

歴

史

歴

史

歴

史

    

同
窓
会
名
誉
会
長 ･

 

前
校
医 

 

中

馬

中

馬

中

馬

中

馬    

勇勇勇勇

    (

尼
崎
中
18
回
生)

 

我

が

兵

庫

県

立

尼

崎

高

等

学

校

が

来

年

創

立

90
周

年

を

迎

え

る

こ

と

に

な

っ

た

と

聞

い

て

い

る(

大

正

12
年

設

立)

。

秋

に

は

祝

賀

会

の

開

催

も

計

画

さ

れ

て

い

る

と

の

事

、

末

長

く

発

展

を

続

け

ら

れ

る

こ

と

を

期

待

し

、

お

祈

り

す

る

ば

か

り

で

あ

る

。

 

 

私

の

勤

め

る

中

馬

病

院

も

大

正

４

年

に

尼

崎

の

現

在

地

に

病

院

を

設

立

、

数

年

先

に

は

１

０

０

周

年

を

迎

え

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。 

 

病

院

の

開

祖

で

あ

る

祖

父

中

馬

興

丸

は

、

日

露

戦

役

に

参

戦

帰

国

後

、

現

在

の

開

明

町

で

医

業

を

営

ん

で

い

た

。

そ

れ

以

前

は

寛

永(

１

６

３

６

年)

頃

に

宮

崎

県

日

南

市

飫

肥

に

お

い

て

医

業

に

従

っ

て

い

た

と

の

事

で

あ

る

。

以

後

、

江

戸

に

出

て

尼

崎

城

主

松

平

氏(

後

に

桜

井

氏)

に

仕

え

て

以

来

御

典

医

と

な

っ

た

。 

 

興

丸

は

衆

議

院

議

員

を

務

め

る

他

、

社

会

事

業

に

も

精

を

出

し

た

と

い

う

記

録

が

あ

る

。

本

校

の

設

立

に

際

し

て

も

、

資

金

集

め

に

素

人

芝

居

を

す

る

な

ど

援

助

を

し

た

ら

し

い

。 

 
医

業

の

方

も

十

分

な

医

療

を

受

け

ら

れ

な

い

大

衆

の

た

め

数

社

の

会

社

・

商

店

と

協

力

し

て

大

正

２

年(

１

９

１

３

年)

に

社

員

、

従

業

員

の

た

め

に

病

院

の

設

立

に

至

っ

た

と

聞

い

て

い

る

。 

そ

の

後

、

発

展

的

に

現

在

の

場

所(

開

明

町)

に

中

馬

病

院

を

開

設

し

た

。

大

正

４

年(

１

９

１

５

年)

の

こ

と

で

あ

る

。

以

後

、

法

人

に

改

組

し

た

り

変

遷

を

経

て

今

日

に

至

っ

て

い

る

。 

 

興

丸

は

大

正

12
年

尼

崎

市

立

中

学(

本

校)

校

医

に

な

っ

て

い

る

。

以

来

、

「

優

」(

昭

和

37
年

没)

の

後

を

継

い

で

「

勇

」

が

校

医

と

な

っ

た(

平

成

22
年

迄)

。

現

在

は

勇

の

長

男

「

淳

」

が

校

医

を

勤

め

て

い

る

。 

 

こ

の

様

に

創

立

以

来

本

校

の

変

遷

を

身

近

に

見

て

来

た

も

の

に

と

っ

て

、

90
周

年

を

迎

え

る

と

い

う

こ

と

は

私

の

病

院

が

１

０

０

周

年

を

迎

え

る

の

と

同

様

、

感

無

量

の

も

の

が

あ

り

ま

す

。 

 

叔

父

も

、

兄

も

、

従

兄

弟

も

本

校

で

お

世

話

に

な

り

ま

し

た

。

時

代

時

代

で

色

々

な

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。

特

に

戦

争

、

戦

後

の

変

革

は

大

変

な

も

の

で

あ

り

ま

し

た

。 

 

校

訓

も

変

わ

り

ま

し

た

が

、

今

も

私

の

行

動

に

大

き

な

影

響

を

及

ぼ

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。 

 

時

代

時

代

の

先

生

方

に

色

々

と

お

教

え 

を

頂

き

ま

し

た

。

先

輩

・

同

期

の

仲

間

・

今 

も

時

々

ク

ラ

ス

会

を

開

い

て

語

り

合

え

る 

仲

間

、

有

難

い

こ

と

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。 

県

尼

が

益

々

発

展

し

て

い

く

事

を

期

待

し

て

い

ま

す

。 

飛

躍

飛

躍

飛

躍

飛

躍

す

る

す

る

す

る

す

る

県

尼

県

尼

県

尼

県

尼    
    

校
長 

柳

迫

柳

迫

柳

迫

柳

迫

    

敏

博

敏

博

敏

博

敏

博 

 

日

頃

よ

り

同

窓

会

員

の

皆

様

に

は

、

本

校

に

対

し

、

格

別

な

ご

支

援

を

賜

っ

て

お

り

ま

す

こ

と

を

深

く

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。 

 

本

校

は

今

年

で

創

立

89
周

年

を

迎

え

ま

す

が

、

現

在

の

概

況

を

述

べ

ま

す

と

、

校

訓

で

あ

る

「

自

主

・

根

性

・

聡

明

」

の

精

神

の

も

と

、

夢

や

目

標

に

向

か

っ

て

積

極

的

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

す

る

生

徒

を

育

て

る

と

と

も

に

、

生

徒

・

保

護

者

・

地

域

か

ら

信

頼

さ

れ

る

魅

力

あ

る

学

校

づ

く

り

に

邁

進

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

個

々

の

生

徒

の

進

路

希

望

を

実

現

す

る

こ

と

を

通

じ

て

、

将

来

地

域

や

社

会

に

貢

献

で

き

る

人

材

育

成

に

も

努

め

て

い

る

と

こ

ろ

で

も

あ

り

ま

す

。

 

 

具

体

的

に

は

、

平

成

21
年

度

か

ら

３

年

間

に

わ

た

り

、

県

教

育

委

員

会

の

学

力

向

上

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

校

の

研

究

指

定

を

受

け

、

学

校

あ

げ

て

学

習

指

導

・

進

路

指

導

を

強

力

に

推

進

し

て

い

ま

す

。 

 

さ

ら

に

は

、

特

色

あ

る

学

校

づ

く

り

の

一

環

と

し

て

、

平

成

20
年

度

よ

り

特

色

選

抜

を

実

施

し

、

教

育

総

合

類

型

を

設

置

し

ま

し

た

。 

 

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

「

県

尼

発

、

先

生

へ

の

道

」

を

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

に

、

将

来

教

職

を

め

ざ

す

地

域

の

人

材

育

成

を

図

っ

て

い

ま

す

が

、

最

近

は

実

績

も

認

め

ら

れ

、

尼

崎

市

内

の

多

く

の

中

学

生

か

ら

注

目

を

集

め

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。 

 

一

方

、

部

活

動

に

お

い

て

は

、

近

年

は

柔

道

部

、

水

泳

部

、

陸

上

競

技

部

等

が

近

畿

大

会

に

出

場

し

て

お

り

、

運

動

部

、

文

化

部

問

わ

ず

多

く

の

部

が

活

発

に

活

動

し

て

い

ま

す

。

ま

だ

ま

た

往

年

の

盛

況

を

取

り

戻

す

と

こ

ろ

ま

で

に

は

至

っ

て

お

り

ま

せ

ん

が

、

い

ず

れ

全

国

レ

ベ

ル

で

活

躍

し

て

く

れ

る

も

の

と

期

待

し

て

お

り

ま

す

。

ま

た

、

生

徒

の

「

生

き

る

力

」

を

鍛

え

て

い

く

た

め

に

、

キ

ャ

リ

ア

教

育

に

も

全

面

的

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

そ

の

成

果

が

認

め

ら

れ

、

平

成

20
年

度

に

文

部

科

学

大

臣

よ

り

キ

ャ

リ

ア

教

育

優

秀

学

校

の

表

彰

を

受

け

ま

し

た

。

そ

の

他

、

地

域

連

携

や

高

大

連

携

を

積

極

的

に

進

め

、

地

域

清

掃

な

ど

様

々

な

地

域

貢

献

活

動

を

行

な

っ

た

り

、

教

育

総

合

類

型

が

大

学

の

講

義

を

半

年

間

受

講

す

る

な

ど

、

そ

の

取

り

組

み

は

各

方

面

か

ら

評

価

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。 

 

こ

の

よ

う

に

、

生

徒

・

教

職

員

が

一

体

と

な

っ

て

、

県

尼

の

良

き

伝

統

の

継

承

と

さ

ら

な

る

革

新

を

目

指

し

取

り

組

ん

で

い

る

こ

と

を

ご

報

告

い

た

し

ま

す

。 

 

最

後

に

、

同

窓

会

並

び

に

会

員

の

皆

様

の

益

々

の

ご

発

展

を

お

祈

り

申

し

上

げ

る

と

と

も

に

、

本

校

に

対

し

ま

し

て

、

一

層

の

ご

理

解

ご

支

援

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 
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会
員
会
員
会
員
会
員
か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の
寄
稿
寄
稿
寄
稿
寄
稿    

母

校

母

校

母

校

母

校

でででで

定

年

退

職

定

年

退

職

定

年

退

職

定

年

退

職

をををを

迎迎迎迎

え

て

え

て

え

て

え

て

    

     

常
任
理
事 
大
西
大
西
大
西
大
西    

俊俊俊俊
樹樹樹樹    

(

42
回
生) 

 

昭

和

41
年

４

月

県

尼

に

入

学

を

し

て

、

昭

和

44
年

の

３

月

卒

業

し

ま

し

た

私

は

、

昭

和

49
年

に

兵

庫

県

の

高

等

学

校

の

体

育

の

教

員

と

し

て

赴

任

し

、

最

後

の

十

年

間

を

母

校

県

尼

で

教

鞭

を

と

る

こ

と

が

で

き

、

無

事

三

十

七

年

の

教

職

を

全

う

す

る

事

が

出

来

ま

し

た

。 

 

高

校

入

学

当

時

の

県

尼

は

、

校

舎

は

昔

の

洋

館

を

思

わ

せ

る

風

貌

で

歴

史

を

感

じ

さ

せ

る

姿

で

し

た

。

戦

後

の

ベ

ビ

ー

ブ

ー

ム

の

後

半

の

時

代

で

、

一

ク

ラ

ス

50
名

を

超

え

る

人

数

で

、

一

学

年

11
ク

ラ

ス

程

の

生

徒

数

で

し

た

。

生

徒

も

優

秀

で

、

現

役

で

京

大

や

阪

大

に

合

格

す

る

県

下

で

も

有

数

の

高

等

学

校

で

し

た

。

ま

た

、

先

生

方

も

優

秀

な

方

が

多

く

、

教

師

と

し

て

の

誇

り

や

威

厳

を

お

持

ち

だ

っ

た

よ

う

に

記

憶

し

て

い

ま

す

。 

私

は

そ

ん

な

中

で

、

青

春

を

謳

歌

さ

せ

て

も

ら

い

ま

し

た

。

当

時

県

尼

で

は

、

体

育

祭

･

文

化

祭

の

他

、

弁

論

大

会

･

水

泳

大

会

･

球

技

大

会

、

１

年

生

は

宿

泊

訓

練

、

２

年

生

は

修

学

旅

行

、

３

年

生

は

ス

ケ

ー

ト

教

室

・

美

容

、

マ

ナ

ー

教

室

･

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

等

の

行

事

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

し

て

数

年

後

、

水

泳

実

習

や

ス

キ

ー

教

室

も

阪

神

間

で

初

め

て

行

わ

れ

ま

し

た

。 

生

徒

会

の

活

動

も

盛

ん

で

、

ク

ラ

ブ

紹

介

も

各

ク

ラ

ス

が

生

徒

会

の

指

示

の

も

と

、 

１

年

生

の

各

ク

ラ

ス

を

回

っ

て

い

ま

し

た

し

、

校

歌

や

応

援

歌

の

指

導

も

応

援

団

が

中

心

に

行

っ

て

い

ま

し

た

。 

ま

た

、

生

徒

の

自

治

も

進

ん

で

い

て

、

集

会

で

の

整

列

で

先

生

が

行

う

こ

と

は

無

か

っ

た

よ

う

に

思

い

ま

す

。 

 

こ

う

し

た

校

風

と

い

う

歴

史

が

続

い

て

い

ま

し

た

が

、

何

時

の

頃

か

ら

か

、

こ

の

様

子

も

徐

々

に

変

わ

っ

て

い

き

ま

す

。

大

き

な

原

因

の

一

つ

は

、

入

試

制

度

の

変

革

で

、

兵

庫

方

式

の

導

入

で

し

た

。

い

わ

ゆ

る

地

域

性

を

重

視

す

る

も

の

で

総

合

選

抜

制

度

と

呼

ば

れ

る

も

の

で

し

た

。 

 
今

ま

で

は

高

校

独

自

に

単

独

で

選

抜

出

来

た

の

が

、

尼

崎

市

内

の

各

普

通

科

高

校

が

集

ま

り

各

校

の

受

験

生

の

10
パ

ー

セ

ン

ト

の

単

独

選

抜

合

格

と

、

90
パ

ー

セ

ン

ト

の

居

住

区

域

に

よ

る

総

合

選

抜

合

格

に

な

っ

た

の

で

す

。

そ

し

て

そ

の

後

、

コ

ー

ス

制

や

学

科

制

・

単

位

制

が

出

来

ま

す

が

、

県

尼

は

普

通

科

の

み

の

ま

ま

で

し

た

。

そ

ん

な

中

、

私

は

平

成

13
年

４

月

県

尼

に

赴

任

し

ま

し

た

。

校

舎

も

変

わ

り

生

徒

の

雰

囲

気

も

違

っ

て

い

て

、

高

校

時

代

の

面

影

は

殆

ん

ど

在

り

ま

せ

ん

で

し

た

。 

し

か

し

、

尼

崎

の

南

の

地

域

性

は

失

わ

れ

ず

、

人

懐

っ

こ

い

明

る

い

雰

囲

気

は

せ

め

て

も

の

救

い

で

し

た

。

ま

た

、

職

場

に

母

校

卒

業

生

の

先

輩

や

後

輩

が

お

ら

れ

て

、

色

々

お

世

話

に

な

り

、

助

け

ら

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

同

窓

会

の

仕

事

を

さ

せ

て

頂

き

、

当

時

の

会

長

の

中

馬

先

生

や

、

理

事

長

の

故

中

松

先

生

を

は

じ

め

と

し

て

、

多

く

の

先

輩

諸

氏

の

皆

様

方

に

助

け

て

頂

き

ま

し

た

。 

中

で

も

平

成

16
年

の

80
周

年

は

、

私

に

と

っ

て

記

憶

に

残

る

も

の

で

し

た

。

あ

と

、

２

、

 

年

後

に

は

 

90
周

年

が

や

っ

て

来

ま

す

が 

Ｏ

Ｂ

と

し

て

微

力

な

が

ら

お

役

に

立

て

れ

ば

と

思

っ

て

い

ま

す

。 

 

私

は

、

三

十

七

年

の

教

職

で

、

多

く

の

先

輩

諸

氏

の

先

生

方

や

同

僚

に

助

け

ら

れ

、

勤

め

る

事

が

出

来

ま

し

た

。

そ

し

て

、

多

く

の

生

徒

達

に

助

け

ら

れ

勤

め

る

事

が

出

来

ま

し

た

。

こ

こ

に

改

め

て

感

謝

と

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。 

私

は

初

め

て

の

赴

任

校

で

、

あ

る

先

輩

の

先

生

よ

り

、

「

一

期

一

会

」

と

い

う

言

葉

を

頂

戴

し

、

自

分

の

座

右

の

銘

に

し

て

き

ま

し

た

。

私

自

身

ど

ん

な

教

師

だ

っ

た

か

は

分

か

り

ま

せ

ん

が

、

人

の

成

長

に

携

わ

る

こ

と

で

、

勇

気

や

感

動

や

夢

を

与

え

、

そ

し

て

真

実

を

伝

え

ら

れ

て

い

た

ら

幸

い

に

思

い

ま

す

。

今

後

数

年

で

ま

た

入

試

制

度

が

大

き

く

変

わ

る

よ

う

で

す

。

我

が

母

校

県

尼

が

ど

の

よ

う

に

発

展

し

て

い

く

の

か

は

未

知

数

で

す

が

、

現

在

、

教

育

総

合

類

型

も

初

め

て

の

卒

業

生

を

送

り

出

し

、

今

後

に

期

待

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

現

役

の

先

生

方

や

生

徒

達

に

は

、

さ

ら

に

頑

張

っ

て

頂

き

、

伝

統

を

後

世

に

繋

い

で

頂

き

た

い

と

願

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

は

、

同

窓

会

と

し

て

も

協

力

を

惜

し

ま

な

い

つ

も

り

で

す

。 

 

最

後

に

、

母

校

県

尼

の

益

々

の

発

展

を

、

お

祈

り

し

つ

つ

筆

を

置

き

ま

す

。 

 
 

 
 

 
 

 

 

卒

業

卒

業

卒

業

卒

業

50505050

年

目

年

目

年

目

年

目

のののの

三三三三

七

会

七

会

七

会

七

会

    

    
 
 

 
 

 
 

 
 

        

野
村
野
村
野
村
野
村    

恭
子
恭
子
恭
子
恭
子    

(

35
回
生)    

 

昭

和

37
年

３

月

に

卒

業

し

て

か

ら

30
年

目

の

平

成

４

年

に

第

一

回

目

の

学

年

全

体

の

同

窓

会

を

開

き

、

そ

の

後

、

５

年

毎

に

同

窓

会

を

開

い

て

来

ま

し

た

。

各

ク

ラ

ス

に

幹

事

を

２

～

４

人

決

め

同

窓

生

の

消

息

の

確

認

を

取

り

合

っ

て

い

ま

す

。

 

 

前

回

終

了

後

、

幹

事

の

中

か

ら

同

窓

会

の

名

称

を

親

し

み

や

す

い

愛

称

に

し

よ

う

!!
と

意

見

が

出

て

皆

で

考

え

色

々

案

が

出

ま

し

た

が

何

れ

も

「

帯

に

短

し

、

た

す

き

に

長

し

」

で

、

最

後

に

37

年

卒

業

な

の

で

、

「

三

七

（

サ

ン

ナ

ナ)

会

」

と

す

る

事

に

落

ち

着

き

ま

し

た

。

そ

し

て

案

内

状

の

作

成

や

配

布

を

し

な

く

て

も

個

々

人

で

声

か

け

を

し

て

、

毎

年

３

月

７

日

に

は

、

皆

で

顔

を

合

わ

せ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。 

 

毎

年

会

う

会

の

５

回

目

が

今

年

の

卒

業

50
年

記

念

同

窓

会

に

な

り

ま

す

。

50
年

記

念

の

会

な

の

で

今

回

は

同

窓

生

皆

に

案

内

を

出

す

最

後

の

回

に

し

て

、

１

月

末

現

在

、

参

加

を

募

っ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。 

 

同

窓

会

に

出

席

し

て

改

め

て

交

友

が

始

り

、

友

人

同

士

で

ゴ

ル

フ

の

会

を

作

っ

て

プ

レ

ー

を

楽

し

ん

で

い

る

グ

ル

ー

プ

や

、

ハ

イ

キ

ン

グ

の

会

に

一

緒

に

参

加

し

た

り

し

て

同

窓

会

を

通

じ

て

新

し

い

友

人

作

り

も

広

が

っ

て

い

ま

す

。

定

年

退

職

を

し

て

同

窓

会

を

楽

し

み

に

参

加

す

る

人

も

多

く

な

っ

た

様

で

す

。 

 

三

七

会

を

「「「「

同

窓

生

同

窓

生

同

窓

生

同

窓

生

をををを

繋繋繋繋

ぐぐぐぐ

会会会会

」」」」

と

し

て

、

こ

れ

か

ら

も

継

続

し

て

行

き

た

い

と

願

っ

て

い

ま

す

。 
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県尼高生県尼高生県尼高生県尼高生クラブクラブクラブクラブ活動紹介活動紹介活動紹介活動紹介    

23 年度上位入賞成績一覧 

運動部・文化部の幅広い展開と 

各クラブ各地で大活躍、 

社会貢献活動も実施しています。 

陸上競技部陸上競技部陸上競技部陸上競技部     

＊第 61 回尼崎市民スポーツ祭  

男子走高跳 第１位 松岡涼 

＊第 64 回阪神地区高校ジュニア陸上競技対校選手権大会 

男子八種競技 第１位(大会新) 松岡涼 

＊第 53 回尼崎市陸上競技対校選手権大会 

男子走高跳 第１位 松岡涼 

＊第３回神戸フルーツ・フラワーマラソン大会 

５部 ５km 女子 第１位 池原実穂 

＊第７回宝塚ハーフマラソン大会 

女子クオータマラソン 第１位 池原実穂 

柔道部柔道部柔道部柔道部     

＊尼崎市柔道選手権大会 男子 73ｋｇ級 優勝 白山晴喜 

男子男子男子男子バドミントンバドミントンバドミントンバドミントン部部部部     

＊尼崎市内高等学校総合体育大会  団体戦優勝 

水泳部水泳部水泳部水泳部     

＊尼崎市民スポーツ祭水泳競技大会           

・男子 200m フリーリレー 第１位 

      寺元新悟・新田主税・青山一真・脇田翔矢 

・男子 200m メドレーリレー 第１位 

     脇田翔矢・夛田泰朗・寺元新悟・新田主税 

・男子 50m 自由形 第１位  脇田翔矢 

・女子 200m フリーリレー 第１位 

福岡涼佳・中尾真実・後藤朱里・小田なつき 

＊尼崎市民選手権水泳競技大会 

・男子 200m フリーリレー 第１位 

吉川亮太・夛田泰朗・清水亮秀・脇田翔矢 

・男子 50m 平泳ぎ 第１位  吉川亮太 

・一般男子 200m 個人メドレー 第１位  田中万逸 

ラグビーラグビーラグビーラグビー部部部部  

＊尼崎市長杯 準優勝    

卓球部卓球部卓球部卓球部     

＊尼崎市民スポーツ祭  女子団体戦 優勝 

＊尼崎市長旗杯 女子団体戦 優勝 

・女子ダブルス優勝  本田優美子・原口彩 

・女子シングルス 優勝 本田優美子 

＊尼崎市新人卓球大会  女子団体戦 優勝 

男子男子男子男子ハンドボールハンドボールハンドボールハンドボール部部部部            ＊北摂カップ  優勝 

＊阪神地区秋季リーグ戦男子１部  第１位    

＊兵庫県優秀選手賞  荒川優・吉田将貴 

女子女子女子女子バレーボールバレーボールバレーボールバレーボール部部部部  

＊阪神地区秋季リーグ戦７部  優勝 

吹奏楽部吹奏楽部吹奏楽部吹奏楽部        

＊兵庫県吹奏楽コンクール東阪神地区大会  金賞    

演劇部演劇部演劇部演劇部         

兵庫県高等学校演劇研究会 

阪神支部合同発表会 優良賞    

美術部美術部美術部美術部     

＊「ふれあい兵庫」 

イラスト 採用 西出拓弥・高屋舗将司 

＊明るい選挙啓発ポスター  

(兵庫県) 入選 増田由莉香 

(尼崎市) 特選 増田由莉香   

入選 岩郷奈江 

＊紙芝居甲子園 奨励賞  高屋舗将司・中西清喬 

＊第 35 階兵庫県高等学校総合文化祭 美術工芸部門 

  ・絵画の部   入選 玉城沙理・井伊香月 

  ・デザインの部 入選 樋口理夏 

  ・工芸の部   入選 増田由莉香・岩郷奈江 

＊第６回絵のまち尾道四季展全国展  

入選 西出拓弥 

＊第 84 回兵庫県小・中・高校絵画展  

特選 高屋舗将司 

ＪＲＣＪＲＣＪＲＣＪＲＣ部部部部（青少年赤十字クラブ）    

休暇中はじめ空き時間にボランティア活動積極参加。 

交通遺児チャリティフェスティバル・小学生スナック

ゴルフ介助・成人の日集い等々、数多くの活動に参加。 

写真:県尼 HP より 



(5) 2012 年３月  兵庫県立尼崎中学･尼崎高等学校同窓会会報 

平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度のののの同窓会事業同窓会事業同窓会事業同窓会事業    

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成平成平成平成 22222222 年度決算報告年度決算報告年度決算報告年度決算報告とととと    

平成平成平成平成 23232323 年度予算年度予算年度予算年度予算((((案案案案))))    

 学校行事への参加、クラブ振興への支援を行う

一方、平成 25 年には県尼創立 90 周年を迎えるに

当り、学校内に設置された記念誌編集委員会に、 

大西俊樹常任理事(42 回生)が同窓会を代表して参

加頂いています。 

 更に、長期休刊していた同窓会会報の再発行に

向けて編集委員会を立ち上げ、髙岡久副会長(31 回

生)に編集委員長をお願いしています。この他、同

窓会ホームページのご意見も寄せられています

が、学校のホームページを有効に活用させていた

だく方向で検討しています。 

主な事業項目 

1．学校行事への参加 

(1)県尼入学式 

(2)県尼文化祭 

(3)クリスマス・ファミリーコンサート 

(4)県尼芸術祭鑑賞 

(5)県尼同窓会への入会式 

(6)県尼卒業式 

2．課外活動、芸術祭等への支援活動 

3．県尼創立 90 周年記念事業への取組 

4．県尼同窓会会報の発行 

第６４回 卒業証書授与式風景  平成２４年２月２９日 
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